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東京女子医科大学形成外科学教室での創傷治癒研究�

当教室は１９７５年に開設し３０周年を迎えました。その間、熱傷に関する研

究は一貫して行ってきましたが、開設当初より米国Texas大学Shriners熱傷

センターとの共同研究を展開し成果を挙げています。また、１９８９年には皮膚

培養研究ユニットを設置し、培養表皮・人工真皮に関して基礎研究から臨床

応用まで行っています。２０００年より米国Harvard大学と再生医療に関する

共同研究も開始し、主に軟骨の再生医療に関する研究を行っています。また、

「組織工学的手法を応用した新規な皮弁の開発と臨床応用に関する研究」

は２００３年に２１世紀COEプログラム研究として採択され、当大学先端生命

医科学研究所と共に基礎研究から臨床研究まで取り組んでいます。その他、

レーザー治療、皮弁移植、外科手技シミュレーション、先天異常など多岐にわ

たり研究を行っていますが、今回は当教室での熱傷病態に関する研究および

創傷治療に関する研究の一部についてご紹介します。�

�

１．熱傷に関する研究�

当教室は１９８２年に熱傷治療専門病棟「熱傷ユニット」を開設し、同年に

東京都熱傷連絡協議会の熱傷治療専門施設に指定され、形成外科で重

症熱傷の初療から再建まですべての治療を行っているわが国では数少ない

施設のひとつです。また１９８５年には世界保健機構（WHO）の熱傷研究

研修施設に指定を受けております。熱傷病態に関する研究の一環として、

米国Texas大学Shriners熱傷センターのHerndon教授、Traber教授のもと

で大動物（ヒツジ）を用いて重症熱傷における病態に関して共同研究をして

います。Traber教授は気道熱傷の病態生理に造詣が深く、当教室員たち

は様々な共同研究をしてきました。その中で、肺静脈血流を物理的に遮断して

pulmonary microvascular reflection coefficientを求めた研究はその後も

同様の手技による追試研究が世界的に多くなされ実験モデルとして確立さ

れました。また、気道熱傷時の病態の進行に気管支動脈血流が深く関与して

おり、その血流を物理的に遮断することで気道熱傷時のARDS発症を有意

に抑制可能であることを解明しました。Nitric oxideの熱傷病態への関与に

関する研究も行い、気道熱傷時に見られる気管支動脈血流増加への関与、

重症熱傷時の血管透過性亢進への関与、心機能抑制への関与などを解明

しました。これらの研究成果に至るまでに１０数名の当教室員たちが参与して
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います。臨床面ではHerndon教授らがShriners

熱傷センターで展開している超早期切除術（受傷48

時間以内に手術をスタート）をわれわれの施設でも

積極的に導入しました。加温輸液療法など熱傷ショ

ック回避のために新たな治療法を開発し、良好な臨

床成果を挙げています。�

�

２．創傷治療に関する研究�

当教室の皮膚培養研究ユニットは１９８９年に設

置され、無血清培地法による表皮培養をめざしまし

たが臨床応用するまでに至らず、１９９３年にGreenら

の3T3 feeder layer法による表皮培養法を導入しま

した。当初は夢の治療法という期待が大きく、重症

熱傷創、醜形瘢痕、母斑の治療など様々な皮膚再

建に応用を試みました。しかし、その生着や治療効

果に限界があることが判りました。生着率の向上の

ためには、通常のコラーゲンディッシュで培養して酵素

を用いて回収した場合に基底膜が破壊されてしまう

ことへの改良が必要でした。そこで当大学の先端生

命医科学研究所で開発された感温性高分子をコ

ートした培養ディッシュを導入しました。このディッシュ

で培養すると酵素を用いることなく培養表皮の剥離

が可能であり、基底膜を温存した培養表皮の作成が

可能です。その結果自家培養表皮で用いた場合に

は生着率の向上、同種培養表皮で用いた場合には

培養表皮が放出する細胞増殖因子の創傷治癒促

進効果の向上した成績が得られました。また、同種

培養表皮の創傷治療への応用も積極的に行ってき

ました。当大学の倫理委員会の承認のもとcultured 

skin bankを設置していつでも創傷治療に応需でき

るようになっています。そのひとつの成果として、新鮮

II度熱傷創の早期治療をめざした新しい手技の開発

があります。このためには先ず熱傷創の早期深度判

定が必須であり、video microscope（Hi-Scope ）を

用いて熱傷創面真皮表層の毛細血管の血流を観

察することでなし得ました。熱による血管の攣縮や血

流の停滞を認めた場合にはJacksonのいう「zone 

of stasis」の状態と考え、それを救済する目的で同

種培養表皮移植を直ちに適用します。上記の診断を

得て、従来の軟膏による治療を行った場合に上皮

化に要する日数が平均１９.２日であるのに比較して、

同種培養表皮を適用した場合には平均７.６日で上

皮化が得られるという結果を得ています。�

人工真皮を用いた創傷治療に関しては１９９４年よ

り臨床での使用を開始しました。この治療法には

様々な利点・欠点が認められましたが、その中でも人

工真皮移植とその後３週間を経て分層皮膚移植を

行うという２回の手術を要することが最大の問題点

でした。その解決に向けて研究を続けてきました。

人工真皮内への血管新生を促進させる目的で培養

血管内皮細胞の併用から始め、その後血小板由来

の創傷治癒促進因子である PDWHF（platelet  

derived wound healing factor）の併用まで行い

目的を達成し得ました。２００４年には当大学倫理委

員会の承認を受けて人工真皮・分層皮膚同時移植

の臨床応用を開始し、現在まで良好な成績を得てい

ます。�

難治性皮膚潰瘍の治療に関しては様々な研究ア

プローチを行ってきましたが、その中でも特に表在性

静脈不全に因づく潰瘍についてはその診断法の

確立から新たな血管形成手術手技を開発するまで

に至っています。�

以上、当教室で行っている研究活動をご紹介しま

した。重症熱傷をはじめ創傷治療を行っている臨床

現場の一施設として、創傷治癒の研究テーマに恵ま

れた環境にあります。従って培養技術や臨床に直結

する再生医療について、今後共積極的な研究活動

を行っていく責務があると考えています。会員諸兄

のご指導、ご支援お願い申し上げます。�

�
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